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lV -2 E.!\GA 構想にi'I'-う地j或経j斉および都lIî:!;~
!日}の変谷
IV一 3 夕


















た.ラモス政権はミンナダナオ振興の切り札として，東アセアン成長地域 (BIMP-EAG A， Brunei-
















オ地j或(第延地j或)に位置する 1) 南部ミンダナオi也j或は さらにダバオ湾jギ:地j或と SOCSKSAEGEN
地域に二分され，前者は，東ダバオ・北ダパオ・南夕、、ノ〈オの 3ナ1'およびダパオilf，f走者は，南コタバ
ト・サランガニ・スルタンクダラートの 3州およびゼネラルサントス-rJ=fからなる. SOCSKSA I<G EN 
とは 3什11市の頭文字から合成された名称である:2)
1995年のセンサスによると 南部ミンダナオ地長女の人口は460)5であり，回全体の人仁!の6.7%， ミ
ンダナオ地域:りの人口の28%を占める. また， rY~部ミンダナオ地域の人仁n否!支は 170 人/kllì~で， ミン
ダナオ地法の仁1=1では最も高密度の)苦住である.域内の人口分布をilおよびミュニシパリティ別にみる






















第 1図 南部ミンナダナオ地域における人仁i分布 (1995年)






めつつある. [PJ'HIではもともと養1家業が!謹んであったが， 1988年から牛の大規模肥育を開始し， 90年
代になるとフィリピン最大の牛肥育産地となるに至った.オーストラリアのダーウインから輸入され
た牛は， ，可ナト|で肥育された後に，マニラへ生きたまま出荷される.飼料には，パイナップルの搾汁残














NCJ~ 0 48 0.0 
CAJ~ 7.793 349 22.3 
イロコス 24，248 759 31.9 
カガヤン 21.657 800 27.J 
1:1部ルソン 37，J4 J 701 53.0 
}布部タガログ 75，413 1. 22L1 61.6 
ピコール 2J034 985 21.4 
凶部ピサヤ 45，419 1.223 37.1 
rl:J却;ピーザヤ 20，277 831 24.4 
東部ピサヤ 16，269 863 18.9 
i底部ミンダブーオ 26，424 562 47.0 
北部ミンダナオ 38，928 894 43.5 
[有昔日ミンダナオ 50.900 J ，008 50.5 
ItJ部iミンダナオ 17，245 567 30.4 
AI~I'v1M JO.216 508 20.J 
合計 412，964 J1.322 36.5 
NCJ~ は i主!家首都地域を， CAJ~ はコルデイレラ自治 i玄， AJ~lvIrvl はムス J) ムミンダナオ IJI 治区











従業者数 (構成1:ヒ) 対全 IJ~l
千人 % 特化係数














第 1次産業 53.251，036 ( 43.0) 1.8 
農業 51β31.642 ( 41.7) 1.8 
林業 1，619，394 (1.3) 8.3 
第 2次産業 29，860，148 ( 24.1) 0.7 
鉱業 1.546，541 (J .2) 1.2 
製造業 21.554，819 ( 17.4) 0.7 
建設業 6，159，118 (5.0) 0.8 
電気・ガス・水供給業 599，670 (0.5) 0.2 
第 3次産業 40.793.181 ( 32.9) 0.8 
交通・通信・倉庫業 3，411，731 (2.8) 0.5 
商業 22，903，245 ( 18.5) 1.2 
金融業 1，031，652 (0.8) 0.2 l 
不動産業 7，946，117 (6.4) 0.9 J 
民間サービス 5，500，436 (4.4) 0.5 1 
公務 5，466，017 (4.4) 0.5 J 
合計 123，904，365 (100.0) 1.0 3，024 000.0) 


























































































1948年に11万であったダパオ市の人口は， 50年代までが年平均8.6%. 60年代には7.4%， 70年代に
は5.5%，80年代以降は4.3%の伸び率で増加し，前述したように1995年には100万を超えている.この
ような人口増加率の高さはメトロマニラ北部のカローカン市に次ぐものである.夕、、バオ市の人口増加





第 3~ ダパオiをにおける 1111111iJIj.将i千l'刊IjにみたIliIil1打倒構成 (199G1!'-)
(ダノ、ォiJ.fuVIより{乍iι)

































インドネシア ~f ~ 
~ j7 
第 5図 点アセアン成長地域 (BIMP-EAGA) の加lH?J地域 (1998:fj三現在)
(EAGA 資料ほかより作J);:)
9 
は，元来， 1-SIJORI成長のトライアングル」で使われた用語である. SUOIミ!とは， シンガポール・
ジョホール')+1 (マレーシア)・リアウ半島(インドネシア)にまたがる地j或を示す.
アジアの成長の三角地;市には このほか 香港を中心とする華南経済函 (PearlRiver Delta 




































第6図 i乙へc;¥NIJ、H!!I(IIU における !Jij 際*)j{ tJiL')~b';H~tJ (1999 {!e) 
( E!¥13C資料より1'1:)ω


































コタキナパル (241万)，クチン (20775)，パリクパパン (11275)，ブルネイ (9475)， ミリ (94万)













リピン以外の 3ヵ国)から同地域への旅客流入数は急速な増加を示していることが指摘できる. 1989 
年における EAGA参加留からの流入数の564人に対して， 1996年のそれは8，492人となっており，その
数は両年間で約15倍に増加している.この伸び率は他国からの流入旅客数の伸びをはるかに上回るも



























第 7函 南部ミン夕、ナオ地域への旅客流入数のiW移 ('m'1t地域別)
(Dcpartment of Tourislll I¥cgion xl資料より作)j文)


































スであったが， ] 99511三tJ、降， 1301とIIDの二本立てで投資推進がなされようになった.
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発が占めている. また， 121意ぺ、ノが商業施設やオフィスピル， 9 億ペソが工業間地I~日発に充てられ
た. ショッピングセンターは1990年代前半からU:l，J}{し始めている.ロレール通りを空港方市に向かっ













































すなわち，バランガイセンター (BarangayUrban Centers)，地区七ンター (DistrictUrban 
































備もしくは新規建設が提示され，また， !I珪鉄道輪送 (1i只htrail.transit， LI~T) の建設も構想にのぼっ
ている
。 。


























o Barangay Urban Centers 
第1国 ダパオ市総合IjfJ3f:計産IT(1996-2021) における土地利用計画










ている. これは， まさに EAG.A推進に伴う建設ブザームとそれを推進した公共部門の機能拡大11)を如













第1次産業 37.736.593 58.341.751 54.6 
農業 34.148.953 57.344.332 67.9 
林業 3.587.640 997.4 J9 -722 
第2次産業 19.597.062 35.376.329 80.5 
鉱業 1.178.007 1.797.837 52.6 
製造業 J5.457.486 25.895.359 67.5 
建設業 2.580.087 6.969.582 170.1 
電気・ガ、ス.7]<供給 381.482 713.551 87.0 
第3次産業 32.962.862 52.878.591 60.4 
交通・通信・合同工業 2.852.841 3.856.802 35.2 
商業 17.355.468 25β10.319 47.6 
金融業 747.248 1.259.906 68.6 
不動産業 5.417.080 8.899.136 64.3 
氏関サービス 3.630.379 6.501.603 79.1 
公務 2.959.846 6.750.825 128.1 
£l=』I 90.296.517 146.596.671 62.4 







る. とくに貧国平は 2市以外ではおしなべて高く， 自動車普及率も 2市以外では低位にある， EAGA 
の発足後の変動こそ，本表では分析できないが， 1988-93年の 5 1M]でダバオ市が貧困率を減少させ
ているのに対し，データの得られる各什i ではいずれも貧 I~I率を増大させている. とくに，南コタパ
ト・サランガニナ1'1， ダバオ州でそれぞれ， 15ポイント， 8.3ポイントという著しいj首加が認められ
る.かかる貧i君!曹の増加は，各什!の I~J心集落への人口流入を促し，者ISï!l 人仁i 率の増大へと結び付いて
いる.さらには，都市人口率の大きさは失業率の高さにも反映している.
V-2 地方計画の進展
南部ミンダナオ地j或開発協議会は[i"南部ミンダナオ地j或開発計fil (SfvmDP) : J993-1998-'Q三J を策
定し，これを 1992年に公表した， 1司地域の!?再発計画としては政府によって1977年に策定された 5ヵ年
計画および10ヵ年計画が最初のものであるが， SMRDPは地域開発協議会(I<DC) の発足12)以降最初




(Countrysicle Agri-Inclustrial Development， CAID) lji(1I1告と EAGAi蒋惣が位置付けられるが， さらに
これらの 2戦略を補完するために「空間的開発戦略」が提起される.
r空間的開発lji!<:HI告」は r経済!歪I(economic 20問) li]<: 1告J，r二極化 (bypo]ar) 戦1告J，r多極化
(CI ispersecl concentric) 戦略」の 3つによって成り立つものとされている(第121zl).経済菌戦I告と
は，南部ミンダナオ地j或をダノてオ市を i千二i心とするダノてオ圏j或1'}とゼ、ネラルサントス市を中心、とする
第 4表 i'H{fl;ミンダナオ地域における di1十17]1]主要生活指標の比iji_交
失業不(出) 立 1~~1 ヰ; (%) 者11i人CI半(%) 自動車普及率電化W:帝率
J996:f1'-
(台/千人) (%) 
1988il三 1993if 1980年 1990年 1995il三 1995if-
京ダ/<オナ1' 9_1 54.3 55.3 22.5 38.9 8.7 63.5 
~It ダノ\オ)-1-1 5.2 37_1 45.4 23.5 34.7 19.7 77.8 
it，jダノtオナH 4.0 60.9 61.6 19.2 23_6 12_0 52.5 
f+IコタノtトナH 9.1 28.9 41.1 29.9 742 
サランガニナ1'
43_9 59.3 
3.9 20.0 35_6 N.A 23.7 
スルタンクダラートイ1' 1.8 N.A 50.5 20_9 31.0 N.A N.A 
ダノtオdi 9_3 26.6 23.0 67.0 73.2 55.4 88.4 





ラルサントスmに地j町長工センター (RAICs) を佐官Hiし， 1可二位を成長の極として経済成長を促す構
想である.ここで， RAICヌとはアキノ政権H)Jに呉体化したフィ J)ピン政府の地域産業センター
(1<ICs) fli惣1:-)に基づいて卒業が進められるものである二極を京m完するために分散的集中
(多極化) ij切1告も提j[さされており， これは]]の什IJ支~[センター (PAICs) を分詩文的に i配置する計画で
ある(第13図).
上述の空間的開発i段1告は， SfvlROPの策定以前に ](OCによって具体化しており， 1990年-2000年ま
でに二極化戦1告を推進させ，以後， 2001-2010年の多極化戦I告に転換し さらには 2Ii{?T層の各極を結
合させるネ y トワーク (constellation)戦略 (2011-2020年)に移行させるという構想である (PranLila，
1997) . 
この点に関して， NEDA地方事務所は， これらの戦略を， 第 l段!階1桂5としてi開7羽丹発の}原E京u弱動守訪jカとなる仁i
j地也j域或に集仁中1:ドコ'1的'j拘内守な投資をi導尊き， 仁中i










a)ξconomic Zone Strategy 
b) Bipolar Strategy 
/ 轡母/
Two Regional AgrトIndustrialCenters (RAICs) 
c) Dispersed Concentric Strategy 
/士二二。~
εleven Provincial AgrトindustrialCenters (P AICs) 
第12図 南部ミン夕、ナオ地域開発計画における空間 li攻略















第13図 1IIIHî\:I\ ミンタナオ地域における地域l;~ I ~センターと州民 Lセンターの配 ii'i: ， ílil lJ j





















































1 )フィリピンにおける「地j或 Wegion)Jとは， J也
方自治の 'JFf立としてではなく， ql央政府の省J]'の
地方出先機関の :í~1: il~l~;'範 1m を ;Jくして IIJ し、られるもので
ある， "持者1)ミンダナオ地域(第XI:l1!J!&:) もかかる行
政区分の牟つである rl~c山onJ に対して，村Ij: hj( 
(1992， p.48) は「広域行政区域」の訳語を，十IjlLl
(1999) は「行政区」の訳語を充てている






什|を加えて， rSOCSJ( SAI~GEN 地域」と 1子称される
ようになった.
3 )ここでいうミンダナオ地法とは，第 IX~ 溜地域お
よび ARMtvl(ムスリム・ミンダナオ自治区)である
4 )ゼネラルサントス市からスルタンクダラート州内







6 )以下，ダパオ市の開発史にi喝しては， Philippine 

















OOI1lingucz (J997)， Li 乱山川ng仁ωo(泣川I1nχ吋c!Ba川nzμ刊C久叩uela(1997)， 
およびび、1997i年iドミ 3)月]に京五京(でで、I.J附;1羽目li官I色:さ jれ1た 「京アセアン
}成&1長j云三 j地也j域或 (ω131山h於Mザi
[長司引i臼印ド際l宅際:祭4沖右機t引!関均アセアンセン夕一) の配{付;J寸'資 flベテに JI~つJい
ている. EAGA の 11 本!??;による紹介としては~1I，r: 者






] WJT事分)， うち3511aがフィ 1}ピン経i斉1><:1=)" 
(PEZA) の指定する科目IJ経済i豆(エコゾーン)と
なっている






12) I~OC の発jヰの経kJI{に関しては，千1I[1: (J 999) に詳
しし¥ また， Prantilla (1997) も南部ミンダナオj也
f或を事例にして， フィリ!こンにおけるj也域日f.l発言l'ii!Jl
の機構の変選について説明している
13) 刀、下では，主として IIiJ計画の修正版 (Tl日 I~egional
Development Council. Soutl1ern Mindanao Region， 
1995) に基づいている






と地域IMJ格差.経済地理学年報， 45， 317-332. 
子1IEEl道男(1999):フィリピンにおける j也域1m発i史I告













会 ;i~~rYí') ， 104，7-19. 
)1任者名(1993):京 ASE.I¥N成長三ffJ地引について
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υe1Jelotmenl fJIα1. 1.996-2021. Davao Cily， 364p 
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Liangco， L.iv1. and 13anzllcla守 S.F.(1997): Minclanao in 
thc 13IMIコ.EJ¥GJ¥ program initiativじS. Milldα11αo 
υe1Jelotment .IoHrnu 1.1 -1. 18-26 
Philippinc Ccntcnnial ivlovcmじntXI cl. (1997): Facels 
。>[DU1JUO・sJJislory. Da¥'ao CilY， 100p 
PranLilla， E.13. (1997): ]<c只ional clc¥'clopmcnL plannin記
in .1¥日ia: an cvalllation of lhじ Philippinc日
cxpcricncc. Drafl c1iちじlIS日ionpapcγ p rcscn tecl at thじ
Thircl Africa trainin立 COUI・ccon local ancl regional 
clcvclopmcnL planning 01又anizeclby UNCIW .l¥frica 
ancl UNDP Kcnya. al Nairobi守 iくenya，Octobcr 8 
Novcmbcl・ 18
The I<cgional De¥・clopmcnt COllnじil， SOllthcrn lvlin. 
clanao I<c山on (J 995): UjJdaled SrJ1tlhern Mindu71ao 
!?egion ])e1JelojJmelll F'Iα71. 1996-19.98. Davao City， 
56p 
The East ASEAN Growth Area Project 
and Regional Developnlent Strategy: 
A Case Study of thεSouthern Mindanao Region， Philippines 
Hi ronobu ODA 
ASEAN is struggling for re21lization of free tr21de 21rea dllring the recent crises. ¥ヘ!hen
higher t21rif b21rrier is removecl by st21rt of AFTA (ASEAN Fγee Tr21cle Zone) ， intern21tion21l 
competition vil be intensified. 1n the f21ce of glob21lizecl economies， 10c21l development str21tegy 
will enh21nce its import21nce 
BIMP-EAGA (Brllnei.1nclonesi21-M21I21ysi21-Philippines -E21st ASEAN Grmvth Are21) is m21cle 
21 st21rt in I'vl21rch 1994. 1t is Asi21's l21rgest region21l grouping， covering territories of four 
ASEAN countries. B1MP-EAGA comprises the entire slllt21nate of Brunei D21russ21I21m; 10 
provinces in the 1ndonesi21n isl21nds o[ 1く21lim21nt21n，Sul21¥vesi， M21luku， 21ncl 1ri21n ]21Y21; S21bah， 
Sar21v-.r21k， 21nd L21bll21n in M21l21ysi21; 21nd Mincl21n21o 21ncl P21lawan in the Philippines. 1n contr21st 
with 21nothel凋 Asi21n region21l grouping sllch 21s 1MT-GT 21ncl SIJYORl， BIMP-EAGA is 
ch21r21cterized 21s 21n 21li21nce of the peripher21l region. 1n other worcls， its territory consists 
of the peripheral p21rts of e21ch country except Burunei. 1ts l21ncl 21re21 of roughly 1.54 million 
squ21re kilometers is home to 21bout 45.6 million people (1996). BIMP-EAGA's go21l is to intensify 
21ncl strengthen cross-bOIてlercooper21tion in orcler to incre21se tr21de， tourism， 21nd in vestments. 
24 
The real ization of the new re只il1ethrou只hthe BlivIP-EAGA is expectecl to enhance the 
COl1pδrative position of the SOllthern Minclanao 1モgionas its gl・owthcenter， w hich in turn 
woulcl contribute to the enhancement of the Philippines in the international society. Incleecl， 
Davao City. which is the largest city of thc re山on，as a立atewayof EAGA in the Philippines 
has atlractecl l1any passengers ancl large investl1ent towarcls hotels， shopping centers business 
parks ancl resiclential cleveloplllent. 'vhich have chan日eclconsiclerably the Ul‘ban lanclscape c111ring 
a [ew years a[ter 1995. However， i[ the re父ionlacks appropriale re日ionalstrate立ies，iL will 
lose its way. 1n this sense， it is llleaning[ul that various kincls o[ regional planning are 
prol1otecl as followin日
. The SOllthern Minclanao Region Development Plan 
. The Davao integraLecl Developmenl Program Master Planning 
. City of Davao COl1pl‘ehensive Developl1ent Plan 
As a whole， iL seelllS that these plans present the γealizatiun o[ llllllti-nllclear spatial 
strllcture in every spatial level. These spatial c1evelopl1ent strate日iescan be realizecl when 
a立riclltll・eand lllanllfactllring sllstain their harmonious growth in the non-metropolitan area 










































ダノ T オの高リ者~{、としての tiJt中目を
呈してきている.
(1998年2月25日)
写真5 ドリアンホテル
EAGA構想、に伴って，ダパオが
コンペンションシティとして注
目されるようになり，高層ホテ
ルの建設が相次いだ 本ホテル
もイベントホールを有する別棟
を併設し，屋上にはプールを備
える.写真は 3階までの仮営業
中の状況.なお，左側の道路は
市中心部と空港方面を結ぶJP
ローレル通り.
(1998年2月25日)
写真6 インシュラー・ビレッジE
華人資本によって建設された
最高級住宅地の一つ 本ピレッ
ジが位置するJPローレル通りの
この付近は， I百万長者通り」の
異名を持つに至っている.
(1998年l月26日)
27 
写真7 オブレロ地区の住宅市街地
中央やや上の白い建物は南東
フィリピン大学 大学を中心に
整然とした街路パターンを有す
る住宅地が拡がる.手前左の建
物はビクトリアプラザで， JP 
ローレル通りに沿って，右側に
マクドナルド庖鋪，ガソリンス
タンド，サイカホテルと続く.
1960年代までは一面のココやし
林であった.
(1998年2月25日)
写真8 中心市街地北部の不良住宅群
ドリアンホテルより東方を望
む ダパオ市では区画整理のな
された高級住宅地の間隙をぬう
ように簡素な造りの住宅がスプ
ロールする.写真奥は，華人墓地.
(1998年 1月2日)
写真9 ムスリムの水上家屋
ダパオ川河口部近くの海岸線
および旧河道の水際線に沿って，
ムスリム(イスラム教徒)の氷
上家屋が連なる .手前の水面は
ダバオ川の旧河道.
(1998年1月24日)
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写真10 ダノミオ市北部のバナナ農園
ブハンギン地区Mandugパラン
ガイのダパオ川左岸に位置する
Lapanday Developm巴ntCorporation 
約700haの経営規模を有し，主に
デルモンテ・ブランドのノTナナ
を生産している.
(1998年2月19日)
写真11 ダパオ港ササ埠頭
従来からあるサンタアナ埠頭
の客貨分離をすすめるべく，コ
ンテナ埠頭として建設された
輸出品の7割をバナナが占めてい
る.日本行の貨物船は，月に 5
隻寄港する.
(1998年1月26日)
写真12 ダパオ市北部のブナワン地区
地域農工センターとして，産業
開発が進行する. (左上)フィリ
ピン最大規模のダパオ・ユニオ
ン ・セメント工場. (右上)
TEFASCO埠頭と同貨物ターミナ
ル. (左下)国道沿いに伸びる街
路村 .(右下)建設中のファ ース
トオリエンタル・ビジネスノfー
ク
(1998年1月26日)砂
